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研究成果の概要（和文）：　古英語では3種類の目的語移動が利用できたと論じた。それぞれの操作により目的
語は異なる機能範疇の左周辺部に移動する。vP領域では統語的要求により目的語が移動する。TP領域ではかき混
ぜタイプの目的語移動が比較的自由に適用される。CP領域では談話的要求により目的語が移動する。左周辺部
（話題領域）は談話標識により焦点領域と区分される。
　古英語の否定文では否定的不定辞は否定極性項目として機能すると論じた。一般的に古英語の否定目的語は語
彙動詞に先行する傾向にある。しかしながら、否定的不定辞を含む目的語は否定目的語ではなく量化目的語の分
布に近いことを示し、否定的不定辞は統語的には数量詞的であると論じた。

研究成果の概要（英文）：     I argued that there are three kinds of object movement available in 
Early English and that each movement is motivated to raise objects to the left periphery of three 
different functional categories. In the vP domain, syntactically-driven object movement takes place 
for the syntactic requirement. In the TP domain, Scrambling-type object movement is applied 
relatively freely. In the CP domain, discourse-driven object movement takes place for the discourse 
requirement: discourse markers. They separate the topic domain (the left periphery of the marker) 
and the focus domain.
     I also argued that Negative Indefinite (NI) could function as Negative Polarity Item in Old 
English (OE). Both types of lexical expressions were used in negative sentences. It is generally 
said that in OE, negative objects were more likely to precede lexical verbs. I argued, however, that
 the distribution of the NI object is close to that of quantified objects rather than that of 
negative objects.

研究分野：英語学、英語史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで主張されていた古英語における談話標識の役割に対して更なる証拠を提示することができた。数量詞遊
離と目的語移動とを関連づけて分析した結果、数量詞遊離の機能と目的語移動の談話機能との関係性についても
明示的に示すことができた。また、左周辺部への目的語移動を「統語的移動」「かき混ぜ」「談話的移動」に下
位区分し、語順の多様性を多角的に分析したという点で評価できる。さらに古英語の否定文において、否定的不
定辞を含む目的語は否定要素を含むが、否定目的語ではなく量化目的語と分布が類似していることは、これまで
ほとんど指摘されていない。この指摘は英語史における実証的・理論的研究に対する大きな貢献である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 生成文法に基づいた語順に関する通時的研究では、主に「目的語−動詞」語順と「動詞−目的語」
語順との統語的・談話的役割の違いやその変化に焦点があてられているが、同じ「目的語−動詞」
語順であっても機能的に異なる複数のタイプがあることが指摘されている (Yanagi 2008)。ま
た、近年の生成文法による統語研究では、従属節内で観察される話題化などの主節現象について
の研究が進んでおり (Haegeman 2012)、話題句や焦点句といった談話構造に関係する機能範疇
を仮定する「言語地図」(Cartography) に基づいた分析が行われている (Rizzi 1997)。 
 Yanagi (2008) において、古英語の従属節における目的語移動の可能性と目的語と副詞との
相対語順による目的語移動の分類を試た。そうした一連の研究において、発話動詞補文の他、特
定の副詞節で目的語移動が可能であることを示した。また Yanagi (2014) では形容詞構文と動
詞構文とで目的語が生起できる統語位置に違いがあると論じており、目的語の種類による移動
の可能性を示唆している。今後はこれまでの研究 (Yanagi 2008, 2014) を発展させ、古英語か
ら中英語においては異なる種類の目的語移動が可能であったが、時代が進むにつれ衰退したと
論じる。また、異なる目的語移動を統一的に扱い、理論的な分析を試みる。 
 具体的には、古英語では「統語的目的語移動」「かき混ぜによる目的語移動」「談話的目的語移
動」の 3種類が存在していたが、左周辺部を含む統語構造の変化に伴い、これら 3種類の目的語
移動が段階的に衰退し、現代英語では全て消失したことを生成文法の枠組みを用いて論じる。さ
らに、本研究の帰結として、Haegeman (2012) 等において、目的語移動を含む主節現象が許容さ
れる副詞節は英語の歴史を通して（さらには通言語的に）普遍であることと、談話標識が左周辺
部における機能範疇の主要部であることを示す。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究課題の目的は大きく以下の 3つである。古英語の目的語移動の可能性に関しては、「従
属節の節タイプの違い」「副詞の特性の違い」「動詞か形容詞かの述部の違い」という 3つの視点
からの予備調査を終えており、それぞれが目的語移動に関係していると論じている。さらに詳細
な分析を行い、古英語から中英語にかけて、格認可による「統語的移動」、前置詞句にも適用さ
れる「かき混ぜ」、談話的要求による「談話的移動」という 3種類の目的語移動が存在していた
が、英語では段階的に衰退し、最終的には全て消失したことを計量的に示す。 
 また現代英語における従属節中の主節現象と比較し、古英語・中英語における主節現象として
の目的語移動が観察される従属節が、現代英語の主節現象が観察される従属節と機能的特徴を
共有していることを示し、英語の歴史における従属節の主節現象の普遍性を明らかにする。さら
に「言語地図」に基づく統語研究では、文中での役割の違いから機能範疇の存在を仮定している
が、機能主要部そのものの存在については論じていない。本研究では「談話標識」がそうした機
能主要部の 1つであると主張する。 
 従属節内での目的語移動を主節現象と捉え、Haegeman (2012) を始めとする現代英語に関す
る研究との通時的な連続性を示し、主節現象が観察される従属節（副詞節）の普遍性を示そうと
いう試みは、英語史研究だけでなく言語の理論的研究においても大きな貢献が期待できる。さら
に機能範疇の存在を示す主要部として「談話標識」を位置づけることで、Rizzi (1997) に始ま
る「言語地図」に基づく研究の妥当性を示すことを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
 分析対象となる古英語・中英語の目的語移動に関する例は、古英語のコーパス York-Toronto-
Helsinki Parsed Corpus of Old English Prose (YCOE) と中英語のコーパス Penn-Helsinki 
Parsed Corpus of Middle English 2 (PPCME2) を利用して収集する。分析対象である目的語移
動が生じている統語環境は、主節・従属節のどちらにおいても、目的語が副詞を越えている場合
なので、「副詞−目的語」語順もしくは「目的語−副詞」語順となる環境である。また本動詞が顕
在的に移動する場合（動詞第二位文）と助動詞−本動詞構文とは、他言語の研究で指摘されてい
るように、目的語移動に関して差異が観察されているため、本研究でも区別して論じる。 
 このようにして得られた目的語移動の可能性に関する用例を、「主節・従属節」「従属節の節タ
イプ」「目的語の生起位置」「目的語のタイプ」「副詞のタイプ」等に基づいて分類する。分類し
たデータに対して生成文法に基づいた分析を行うが、類似の現象が観察されるアイスランド語
やドイツ語といった他言語とも比較し、より一般性の高い分析を目指す。 
 古英語・中英語における目的語移動に関する言語事実を整理・分類し、3種類の目的語移動の
特質を明らかにし、各時代における左周辺部を含む統語構造とその変化について論じる。類似の
現象が観察されるアイスランド語や他のゲルマン諸語、あるいは現代英語の従属節における主
節現象との比較を通し、通時的・通言語的に目的語移動の可能性と左周辺部構造との関連につい
て考察する。 
 



 
４．研究成果 
 
 本研究課題では、古英語では 3種類の目的語移動が利用可能であったと主張した。それぞれの
移動は異なる要因により駆動しており、目的語の移動先も異なる機能範疇の指定部であると提
案した。3種類の目的語移動が適用される統語構造上の領域を図 1に、それぞれの目的語移動の
駆動要因を(1)から(3)に示す。 
 
(1) 統語的目的語移動：最も述語に
近い領域である vP 内での目的語移
動で、統語的要因により駆動される。 
(2) かき混ぜタイプの目的語移動：
顕在的動詞移動の領域である VP 内
での目的語移動で、かき混ぜにより
駆動される。 
(3) 談話的目的語移動：動詞第二位
の領域である CP 内での目的語移動
で、談話的要因により駆動される。 
 
 統語的目的語移動は、vPの EPP 素
性により目的語を vP の指定部に移
動させる。一般的に「目的語転移」
（Object Shift）とよばれる現象で
ある。古英語・初期中英語ではこの
タイプの目的語移動が可能であり、二重目的語構文における直接目的語と間接目的語の分布を
説明することができる。Allen (1995), Koopman (1990)によれば、二重目的語構文における対格
の直接目的語と与格の間接目的語の語順は、両目的語が名詞句であればほぼ同じ分布を示して
いる。基本語順を「間接目的語－直接目的語」語順とした場合、vP の主要部が格認可する直接
目的語を随意的に vPの指定部、つまり vPの左周辺部に繰り上げることで、「直接目的語－間接
目的語」語順が派生されると論じた。 
 
 かき混ぜタイプの目的語移動は、名詞句だけでなく前置詞句にも適用される移動規則である。
統語的目的語移動とは異なり、付与される格の種類に関係なく目的語が繰り上げられる。つまり、
対格目的語だけでなく与格目的語も移動対象となる。この移動により「副詞－目的語」語順から
「目的語－副詞」語順が派生される。また、かき混ぜタイプの目的語移動は、統語的目的語移動
の駆動要因である統語素性ではなく、定性のような意味素性が駆動要因である。 
 かき混ぜタイプの目的語移動に関して、対格目的語だけでなく与格目的語も移動の対象にな
ることから、古英語における形容詞の与格目的語についても同様の分析を行った。分析の結果、
他動形容詞の与格目的語についても、「副詞－目的語」語順のほか、「目的語－副詞」語順がある
程度観察されることを示した。ただし、全体数が限られていたため、結論づけるにはさらなる調
査が必要である。 
 
 談話的目的語移動は、談話標識の談話特性により目的語を繰り上げる操作である。古英語・初
期中英語の談話標識 þa ‘then’, nu ‘now’は、文頭に生起した場合、義務的に動詞第二位を
引き起こす語彙項目である。Kemenade and Los (2006) は、定名詞句主語が談話標識 þa ‘then’
の左側に生起する傾向にあると論じている。一般的な傾向として、目的語は主語に先行すること
は少ない。そのため、目的語が定名詞句の場合でも、談話標識を越えて左周辺部に生起すること
は少ないが、YCOE を調査した結果、該当する用例がみつかった。 
 また、目的語からの数量詞遊離は、英語の歴史を通してほとんど観察されないが、目的語が基
底生成位置から移動した際には遊離も可能である。古英語の主語の分布についてはKemenade and 
Los (2006) で既に指摘されていることだが、談話標識が話題要素と焦点要素の境界を示してお
り、談話標識の左側には話題要素が現れる傾向にある。同様のことは古英語の目的語についても
当てはまる。主語と同じく、談話標識が節中にある場合は、目的語も談話標識の左側に生起する
ことが可能であり、その目的語は第 2の話題要素として解されると論じた。 
 ただし、主語と目的語の統語的非対称性のため、主語移動に比べて目的語移動の事例はあまり
多くないという結果となった。一方、遊離数量詞は焦点要素になり得るという従来の仮定を考慮
すれば、目的語から遊離した数量詞が談話標識の右側に生起し、目的語が左側に生起するという
事実も適切に説明できることを主張した。 
 
理由・原因を表す副詞節中における主節現象としての目的語移動 
 古英語・中英語における理由・原因を表す副詞節において、主節現象としての目的語移動が観
察されるかどうかを YCOE と PPCME2 を用いて調査した。現代英語における従属節中の主節現象
の可能性は、副詞節の二分法(中核的副詞節と周辺的副詞節)により、中核的副詞節では主節現象

図 1. 3 つの目的語領域 



は観察されないのに対し、周辺的副詞節では観察されると説明される。古英語で観察される目的
語移動を主節現象の一種として捉えれば、古英語・中英語の副詞節においても、周辺的副詞節で
は目的語移動が可能であるのに対し、中核的副詞節では目的語移動は観察されないことが予測
される。そこで、古英語・中英語における理由・原因を表す副詞節において目的語移動が観察さ
れるかを検証した。 
 古英語では「for + 指示代名詞 + 従属化詞」が理由・原因を表す副詞節である。この副詞節
では、目的語移動が観察された。ただし、調査対象を目的語が主語の左側に現れる事例に限った
ため、実例はかなり少数であった。 一方、中英語では「by + cause + that」が理由・原因を表
す副詞節として用いられるようになる。現代英語における because の語源であるが、現代英語の
because の例とは異なり、中英語の「by + cause + that」では目的語移動は観察されなかった。
目的語移動が観察されなかった要因の 1つは、中英語の「cause + that」が同格構造をなしてい
ることに関係していると論じた。また、主節と従属節の区分は段階的なものであり、話者の関与
が強い節は従属節であっても主節に近い位置付けとなることを示唆した。 
 
古英語の否定的不定辞の統語特性と「目的語－動詞」語順 
 古英語の非西サクソン方言に特有の否定的不定辞である naenig ‘not-any'に関して、その分
布を調査し、古英語の方言間にみられる否定文における語彙動詞と目的語の相対語順の違いに
ついて論じた。調査対象を対格目的語のみに限定し、YCOE を用いたコーパス調査の結果から、
否定辞 ne ‘not'の有無が語彙動詞と目的語の相対語順に大きく影響すると主張した。語彙動詞
と目的語の語順に関して、nan ‘no'を含む否定目的語の場合には「目的語-動詞」語順がほぼ義
務的であるが、肯定目的語の場合には「目的語-動詞」語順と「動詞-目的語」語順の間にあまり
差はないことが示されている (Pintzuk and Taylor 2006)。これに対して否定的不定辞 naenig 
‘not-any'を含む目的語は異なる分布を示した。つまり、目的語が否定的不定辞 naenig ‘not-
any' を伴っていても、否定辞 ne ‘not'を含まない文では、「目的語-動詞」語順が義務的であ
ったが、否定辞 ne ‘not'あるいは ne の動詞縮約形を含む文では、Pintzuk and Taylor (2006)
で示された否定目的語よりも量化目的語の分布に近いことを示し、古英語の否定的不定辞は数
量詞的であると論じた。 
 
 本研究課題を通して、これまで主張されていた古英語における談話標識の役割に対して更な
る証拠を提示することができた。また談話標識の役割に加え、遊離数量詞と目的語移動とを関連
づけて分析した結果、数量詞が遊離した際の機能と目的語移動の談話機能との関係性について
も明示的に示すことができた。英語の目的語移動に関しては、副詞要素を「談話標識」とそれ以
外に分類し、分析を行った。副詞を越えての目的語移動に焦点をあてた通時的研究は極めて有意
義であった。さらに、左周辺部への目的語移動を「統語的移動」「かき混ぜ」「談話的移動」のよ
うに下位区分する分析は、語順の多様性を多角的に分析しているという点で更なる発展が期待
できる。また、古英語の否定文における否定的不定辞は、形態的には「否定」だが、統語的には
「肯定」の性質を有していることを示した。否定的不定辞を含む目的語は、否定要素を含むが、
否定目的語ではなく量化目的語と分布が類似していることは、これまでほとんど指摘されてお
らず、英語史における実証的・理論的研究に対する大きな貢献である。 
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